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はじめに 

科学研究は，私たちを取り巻くさまざまな事象に関して，その成り立ちや理由について真理をとら

えて解明したいという，知的な好奇心や探究心からもたらされる活動です。科学研究は多くの先人た

ちの積み重ねによって発展してきました。科学の成果は私たちの社会生活に欠かせないものとなって

おり，特に近年では，科学が社会に及ぼす影響は極めて大きなものになっています。このことは科学

者にとって誇らしいことであると同時に，大きな責任と期待を担っているということを意味していま

す。 

一方，科学研究をめぐっては，科学の持つ根源的な価値観である「真理の探究」をおろそかにする

ような事例が残念ながら発生しています。仮にこうした状況が続くようなことがあれば，科学への信

頼は傷つき，科学の健全な発展が脅かされることになるでしょう。 

責任ある科学者は，科学の健全な発展のために，こうした事態に自ら適切に対応していく必要があ

ります。科学研究のあるべき姿や誠実な科学者として身につけておくべき心得についてあらためて認

識するとともに，後進の指導においても十分留意することが大切です。 

 

本書は，人文・社会科学から自然科学までのすべての分野の研究に関わる者(本書では「科学者」

と称しています)が，どのようにして科学研究を進め，科学者コミュニティや社会に対して成果を発

信していくのかといったことについて，エッセンスになると思われる事柄を整理しまとめたものです。

本書ではそのような趣旨に沿って，第1章の「責任ある研究活動とは」に始まり，「社会の発展のた

めに」までの全8章立ての構成になっています。その中には研究を進めるにあたって知っておかなけ

ればならないことや，倫理綱領や行動規範，成果の発表方法，研究費の適切な使用など，科学者とし

ての心得が示されています。 

科学の発展にとって，科学者の知的好奇心を大切にして，自由な環境で研究をのびのびと行うこと

が大変重要です。本書では，研究に関するさまざまな規制やルール，科学研究の倫理プログラムなど

を科学者が学んでいくにあたって，それらが必要以上に研究上のしがらみとなり，科学者を萎縮させ

ることにならないようにすることが特に重要だと考えています。 

 



本書の編集は，科研費の助成機関でもある日本学術振興会が編集委員会を設け，特に日本学術会議

の多岐にわたる協力，さらには，科学技術振興機構や各大学に所属する有識者の協力，文部科学省の

アドバイスなどもいただきながら行いました。科学研究は日々発展し変化しています。本書について

も基本的な部分は今後も大きく変わることはないと思いますが，時代の変化で新たな規則が加わった

り，細部にわたる心得については変わっていくこともあるでしょう。そのときには，必要に応じて本

書の見直しをすることも必要だと思っています。 

本書が全国各地の研究現場で活用され，科学の健全な発展に寄与する一助となることを期待します。 
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また，文献の窃用だけが盗用ではありません。論文の査読，研究費申請の審査などを通じて，特別

に知り得た他人のアイデアや技術を，いわばインサイダー取引のように利用することも盗用にあたり

ます。さらに，公開の講演会で演者が話したアイデアであっても，会場にいた者が断りなく使用すれ

ば盗用にあたる恐れがあります。このような場合には，アイデアの出所がその講演者であることを明

らかにしたり，講演者の承諾を得ておくことも賢明な態度です。研究会の場での議論の中で，出てき

た理論，アイデアを利用する場合にも，科学者の倫理としては，同じように考えるべきでしょう。 

 

6. 好ましくない研究行為の回避 
 

公正で責任ある研究活動を推進する上で，どの研究領域であっても共有されるべき「価値」があり

ます。「研究公正に関するシンガポール宣言」(2010年制定)では，そのような「価値」を次の四つの

原則にまとめました。 

・研究のすべての側面における誠実性 

・研究実施における説明責任 

・他者との協働における専門家としての礼儀および公平性 

・他者の代表としての研究の適切な管理 

捏造，改ざんおよび盗用という不正行為は，これらの対極にあるものです。 

しかし，科学の進歩を妨げ，社会の発展を害する，意識的で不正な研究行為は，捏造，改ざんおよ

び盗用だけではありません。誠実な研究とこれらの研究不正との間にも，いわゆる「好ましくない研

究行為(QRP:Questionable Research Practice)」と呼ばれるものがあり，研究への信頼性を侵すもの

として懸念されています24。 

 

誠実な研究活動      好ましくない研究活動      研究不正 

 

（理想的な行動）     （最悪の行動） 

 

アメリカ科学アカデミーは，「好ましくない研究行為(QRP)」について，次のように指摘していま

す。 
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「好ましくない研究行為とは，研究活動の伝統的な価値を侵害する行為で，研究プロセスに有害な影

響を与えうるものです。それらの行為は研究プロセスの誠実さへの信頼を損ない，科学のさまざまな

伝統的慣習を脅かし，研究成果に影響を与え，時間・資源を浪費し，若い科学者たちの教育を弱体化

させる可能性があります」25。好ましくない研究行為の具体的なものとして挙げられているのは次の

ようなものです。 

 

・重要な研究データを，一定期間，保管しないこと 

・研究記録の不適切な管理 

・論文著者の記載における問題 

・研究試料・研究データの提供拒絶 

・不十分な研究指導，学生の搾取 

・研究成果の不誠実な発表(特にメディアに対して) 

 

研究活動に関する実証的な調査の報告によると，自身がQRPに関わったり，あるいは目撃している

科学者が数多くいるとされています26。特定不正行為と称される捏造，改ざんおよび盗用(FFP)と同

様に，QRPについてもさまざまな研究リソースを浪費させ，社会と科学者コミュニティとの間や，科

学者コミュニティ内の信頼関係を損ねかねないことを認識する必要があります。 

なお，QRPは研究を進める上だけではなく，研究を計画する段階でも起こりうるもので，例えば，

①期待される研究成果とそのインパクトを不当に誇張する，②過度なバイアスを持って研究テーマや

研究手法などを提案する，③申請者や関係者が持つ利益相反を明らかにしない，といったことが含ま

れます27。 

競争的資金獲得のための申請書の作成，また論文発表にあたっても，このようなQRPを行おうとし

ていないか，自らの，そして共同研究者間でのオープンな検討が必要です。 

なお，QRPの中には，研究不正ではないが「好ましくない」ために避けることが望まれる行為だけ

ではなく，二重投稿や不適切なオーサーシップなど一部の行為については，国や研究機関によっては

「研究不正」の定義に含まれることがあることにも注意を払う必要があります。 
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